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研究成果の概要（和文）：救急外来を受診する外国人患者への対応には、患者の言語面のみならず異なる文化背
景にもその場で配慮しながら診察する国際コミュニケーション能力が必要である。本研究では、救急研修病院や
在留外国人等へのアンケート調査をとおして外国人患者の対応における様々な困難な事例を抽出し、それを基に
多文化シナリオを作成し、外国人模擬患者を活用したシミュレーション実習を行った。救急外来での実習は、緊
迫した中で外国人患者を診るのに必要な国際コミュニケーション能力の向上に寄与することが示唆された。今後
もさらに多くの多文化シナリオを作成し実習を行っていくことが必要であると考える。

研究成果の概要（英文）：In treating foreign patients in the ER, healthcare workers must improve 
their international/intercultural communication skills as they need to quickly deal with the 
language differences and care for the cultural concerns of the foreign patients. We sent 
questionnaires to the ERs of residency-training hospitals and to foreign residents in Japan to find 
out issues involved in treating foreign patients. With questionnaire responses, we created 
multi-cultural educational scenarios and conducted simulation sessions with non-Japanese simulated 
patients. It was suggested that the training in the ER helped healthcare professionals improve their
 international/intercultural communication skills necessary to treat foreign patients in urgent 
situations. More simulation sessions should be conducted with more multi-cultural educational 
scenarios created.

研究分野： 医療社会学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
救急外来での外国人患者への対応において、言語の違いや異なる文化背景によって生じる困難な点が明らかにな
った。救急外来での多文化シナリオを用いた外国人模擬患者参加型実習は、緊迫した中で異なる文化背景の患者
を診るのに必要な国際コミュニケーション能力の伸長に寄与することが示唆された。この実習は今後も増加が予
想される外国人患者の対応のためには重要であると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 

（１）急速なグローバル化の中、日本国内の在留外国人および訪日外国人は年々増加する傾向

にあり、2019 年のラグビー・ワールドカップ、2020 年のオリンピック・パラリンピック等の

国際的なイベントには一層様々な国から外国人が訪れる。それに伴い、救急外来を受診する外

国人も増えることが予想される。外国人患者への対応には言語面のみならず、異なる文化背景

にも配慮しながら診察することのできる国際コミュニケーション能力が必要であり、その育成

は急務である。 

（２）救急外来では、外国人患者の言語・生活習慣・価値観や病気への考え方の違い等に即座

に対応しなければならない。たとえマニュアルがあっても救急の現場で参考にしている余裕は

なく、言語アプリの利用にも精通していなければならない。即座の対応のためには、知識だけ

でなく実践的な学習を通して体得していることが必要であり、様々な状況を想定したシミュレ

ーション実習を通して国際コミュニケーション能力を滋養していく必要がある。 

 

２．研究の目的 

本研究は、救急外来において、異なる言語・宗教・習慣・価値観等をもつ外国人患者に即 

座に対応できる国際コミュニケーション能力の向上を図るため、外国人模擬患者を活用した

実習を開発し実施することを目指す。 

（１）国内における救急の現場での外国人患者対応の困難な点を具体的な事例として調査し、

救急外来における外国人患者への対応の困難な点を明らかにする。 

（２）調査研究をもとに、医療者が多様な文化背景の外国人患者に救急外来で対応するには、

どのようなコミュニケーション能力が必要であるか、その育成のために用いる多文化シナリオ

はどのようにあるべきかを明らかにする。 

（３）外国人模擬患者を活用して実習を行い、救急外来での国際ミュニケーション向上を図る

効果的な方法を明らかにする。 

 

３．研究の方法 

（１）外国人旅行者数の上位 10 都道府県の救急研修病院に対してアンケート調査を行った。

救急外来を受診する外国人患者数や、院内の英語表記の有無、また実際に外国人患者との間で

生じた「困った事例」について、言語的・文化的側面に分けて記載を依頼した。 

（２）国内に在住している外国人に対して、日本の医療機関での受診経験に関してアンケート

調査を行った。自国の医療と異なり驚いたこと、日本の医療の良い面、改善して欲しい面など

について記載を依頼した。 

（３）上記のアンケート結果を基に多文化シナリオを作成した。 

（４）外国人模擬患者を活用して、実際に救急外来の 1 室で実習を行い、国際コミュニケーシ

ョン能力向上のための効果的な実習方法を検討した。 

（５）今後さらに様々な文化背景をもった外国人が訪れることが予想されるため、国内での事

例に留まらず、海外で増えている事例に関して、海外から招聘した医師の指導の下、実習を行

った。 

 

４．研究成果 

（１）救急研修病院における多言語対応の現状 

訪日外国人旅行者数の上位 10 都道府県の救急研修病院（457 施設）に対してアンケートを実



施した。アンケートでは、以下の項目等について調査を行った。 

 救急外来を受診する外国人患者数 

 外国人患者受け入れのために行っていること 

 院内の英語表記の有無 

 英語を話す職員の有無 

 英語の文書類の有無 

 翻訳・通訳ツールの使用の有無 

アンケート調査では 141 施設から回答を得た（回収率 30.9％）。各施設における一日当たりの

平均外来患者数は 39 名（SD＝28.7）であり、そのうち外国人患者は 0.8 名（SD＝1.1）とい

う結果であった。また、外国人患者を受け入れる上での工夫として英語の病院ホームページや

院内の英語表示については大多数の病院は準備が整っていないことが判明した。また、問診表

や説明書、診断書などの書類についても半数以上の病院では英語版の書式を準備していないこ

とが解った。コミュニケーションについては英語の話せる職員が対応したり、翻訳・通訳ツー

ルを利用したりしている病院が多いことが読み取れた。 

 

翻訳ツールについては無料サービスとして利用できる VoiceTra というアプリケーションを利

用していると回答した施設が 11 施設（25.6％）と最も多かった（表 1） 

 

表 1： 翻訳ツールの利用状況 

 

（２）外国人患者への対応で、困った事例 

先述のアンケートでは「外国人患者との間で生じた困難症例」についても調査を行った。その

際、言語的な困難症例と、文化的な困難症例（習慣や宗教の違いから生じると思われる内容）

について分けて記載を依頼した。 

① 言語面 

言語的側面としては 64 事例が提出された。患者の国籍別でみるとアジア圏の患者に関する内

容が 63％と最も多く（図 1）、内容としては非英語圏の患者との意思疎通に苦慮した、無料翻

訳ソフトを使用したが正確に伝わったかが分からなかったなどが報告された 

② 文化面 

文化的側面としては 54 事例が提出された。患者の国籍別でみるとアジア圏が 39％と最多であ

ったが、次いで中近東が 24％と多く、この点は特記すべき点である（図 1）。内容としては入

院時の絶食指示に関するもの、診察する医師の性別に関連するもの、また保険に関わるトラブ

ルなどが報告された。 



 

 

図 1：困難症例の国籍分布。 

 

（３）国内に在住している外国人の医療機関での受診経験に関して 

現在・過去を含め国内に在住している/いた外国人に対してメールによるアンケート調査を実施

した。質問内容としては、出身地や在住期間、日本の医療現場で驚いたことなどについて記載

を依頼した。46 名から回答を得た。回答者の日本在住平均期間は 18 年（SD＝13）で、30 年

以上在住している回答者も 8 名（17％）いた。回答者の国籍は全部で 18 か国であり、上位 3

国は米国 14 名（30%）、英国 7 名（15％）、中国 5 名（11％）であった。医療機関受診理由（複

数回答可）としては風邪と minor illness がともに 37 件（28％）と最も多く、surgery が 7 件

（5%）と最も少なかった。日本の医療機関に対して驚いた点（複数回答可）としては「診察室

のプライバシーがない」という回答が 6 件（12％）と最多であった。 

 

（４）多文化シナリオの作成について 

上記（１）～（３）の結果をもとに、シミュレーション教育用のシナリオを作成した。作成過

程としては、アンケート結果の中から、頻度が多い・教育的意義が高いなどの観点からシナリ

オ作成に使用する題材を決定し、研究チーム（医学英語専門家、救急部門長、救急専門医）で

内容をブラッシュアップした。以下にその一例を示す（図 2）。 

 

図 2：多文化シナリオの一例（ムスリム女性の腹痛シナリオ） 

 

（５）多文化シナリオを使用したシミュレーショントレーニング 



外国人模擬患者参加型実習は、救急外来の 1 室の緊迫した環境の中で行われた。実習者の中

には、外国人患者に対応した経験のある者もいたが、トレーニングを受けたことがなかったた

め、なんとかその場を切り抜けたり、他の医師に依頼したりすることが多かったという。今回

の実習でも最初は戸惑う姿が多く見られた。以下に実習の例を示す。 

①女性医師がいない設定で、男性医師がムスリムの女性患者に対応 

 ムスリムの患者は女性医師の診察を希望したが、男性医師は、自分しかいないので自分が診

察しなければならないと一方的に主張し続け、患者はそれに対して拒否し続ける状況となった。

男性医師は拒否し続ける患者に成すすべがなく途方にくれてしまった。外国人模擬患者からの

フィードバックで、宗教や慣習がどれほど個人にとって重要かを認識し、まずは患者の思いに

寄り添うことの重要性に気づいた。 

②中国語しか話せない患者 

 携帯の翻訳アプリと漢字を併用しながらコミュニケーションをとろうとしたが、音声認識ア

プリの入力に集中するあまり、アプリに話しかけて患者に話かけていないことをフィードバッ

クされた。アプリの操作は簡単だと思っていたが、日ごろから練習を積み精通している必要が

あることを認識した。 

 

 救急外来での多文化シナリオを用いた外国人模擬患者参加型実習は、緊迫した中で異なる文

化背景の患者を診るのに必要な国際コミュニケーション能力の向上に寄与することが示唆され

た。今後もさらに多くの多文化シナリオを作成し実習を行っていくことが必要であると考える。 
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